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高蛋白質飼料の給与が「ひょうご味どりjの

腹腔内脂肪蓄積に及ぼす影響

龍田 健'・藤中邦員当事・内山健太郎車噂

要約

「ひょうご味どり」の渡腔内路肪の蓄積を抑制する目的で各試験区に魚、粉(粗蛮白 65.0%)を飼

料添加した高蛋白質館料を 28日ないし 56日間給与し. 112 B齢時に臨控内路間の蓄積抑制効果を

調査した.試験区は，粗蛋白質(以下 CPという)26 %-28 B間・ 24%蜘84臼間給与区c1区). 24 

%削28日開・ 22%欄84B時給与区 (2区). 21 %-28日間・ 19%-28 B酪・ 24%-56日間給与区(3 

区)及び 21%-28日調・ 19%ω28日間・ 22%-56日鵠給与区 (4区)の 4区分で. 21 %-28日間・ 19

%も4日間給与区(51R)を対照区とした.

l 主主体重に対する腹腔内脂肪割合は 5区 4.35%. 3区 4.69%. 2区 4.74%.1区 5.16%. 

4区 5.31%のJI国であったが，各露関に有意差はなかった.

2 試験終了時の唯雄平均体重及び正肉歩留まりは有意差はなかった.

3 鰐料費は魚粉の添加重量に比例して多くなったが 4区の鰐料費は l羽当たり，正肉 100g当た

りとも 51Rより少なかった.

4 CP 22 %ないし 26%の高蛋白質鵡料を給与しでも「ひょうご味どりJの腹腔結肪蓄積を抑制

することはできなかった.

Effects of Abdominal Fat Deposition due to High Crude Protein 

Intake on託yogo-Aj idori. 

Ken TATSUDA， Kuninori FUJINAKA and Kentaro UCHIYAMA 

Summary 

There were four experimenta1 groups and a contro1 group，group 1 .: high CP-1ong term feed-
ing， group 2 : semihigh CP-1ong term feeding，group 3 : high CP-short term feeding，group 4 
semihigh CP short term feeding and group 5 : contro1 group. 
(1) The rate of abdomina1 fat content for live weight was litt1e in order of group 5 (4.35 %)， 
group 3 (4.69 %)， group 2 (4.74 %)， group 1 (5.16 %)， group 4 (5.31 %). There were no 
significant differences. 

(2) Ma1e and fema1e body weight at the end of experiment and meatproductivity remained 
essentially the same. 

(3) Feed cost increased with amounts of additives，but costs for group 4 were 1ess than cont-
ro1 group. 

(4) High CP feeding was not a factor of abdomina1 fat deposition in Hyogo-Ajidori. 

キーワード:特産鶏，腹腔内脂肪，高資自質鰐料，魚、粉
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緒

本県の特産鶏「ひょうご昧どりJは，ブロイラ一種鶏

である劣性白色プリマスロックを利用して作出しており，

肥脊期間も 100臼から 120Bと長期であるため，腹腔内

路肪が蓄積しやすく 14. 15) その抑制が課題となってい
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る.腹腔内脂肪は，利用価値がほとんどなく，大部分が

麗棄されている.腹腔内脂肪の増加により正肉歩留まり

が低下するばかりか鶏丙の持つ低カロリーのイメージが

損なわれ消費の減退につながる恐れがある.さらに，館

料の損失も大きく，秋葉ら1)によれば， ブロイラーが

1 gの脂肪を体内に蓄積するために消費するエネルギー

は，代謝エネルギー(以下MEという)換算で 12.4kca1 

であり，このエネルギーは約 4gの飼料に相当するとさ
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れている.

ブロイラーにおいては錦料の CPのレベルを上げるこ

とによって腹佐内脂肪が抑制されることが知られている.

著者ら 12l は前報で「ひょうご味どりJの後期及び仕

上げ飼料の CPを20%にしても腹腔内脂肪蓄積を抑制

することはできなかったことを報告した. しかし，ブロ

イラーにおける高蛋白質問料による腹腔内脂肪蓄積抑艇

に関する報告では CPを24から 26%とかなりの高蛋自

錦料を給与している場合が多い.そこで本試験ではさら

に高謹自の鯖料を給与した場合の腹腔内脂肪蓄積の抑制

効果について検討した.

材料及び方法

1 供試鶏

薩摩鶏雄と名古農種雌とのニ元交配鶏(雌雄)に劣性

自色プリマスロック(雌雄)を交配した fひょうど味ど

りJ500羽c1区50羽x5区分x2反復)を試験に供

した.

2 試験期間

1994年 12sI 7日から 1995年 3月29臼までの 112B

間

3 飼育方法

中央農業技術センター内に設慶した断熱シートを科用

した簡易ビニ…ル鶏舎 (3X2.6r:ri/区)で I区 50羽を

不断給餌，自由飲水により飼育した.保混はガスパンヒ

ーターとチックガードで 21臼齢まで行った.

給与飼料は， ø~育前期 (0 ~28 日齢)は採卵鶏幼雛用

(CP 21.0 %， ME 2，900 kcal/kg)，肥育後期 (29~98 B 

齢)にはフーロイラー後期用 (CP19.0， ME 3，200)， 仕上

げ期 (99~112 B)は間仕上げ用(CP19.0， ME 3，200) 

の市販飼料を使用した.飼料中の CPを調整するための

添加物として，魚粉 (CP65.0， ME 3，120)を用いた.

MEの調整は特に行わなかった.各区の飼料の CP，

ME，添加期間及び単錨は表 1に訴すとおりである.

ワクチネーションは，初生時にマレック病と鶏躍を接

種し， 7 B齢と 28日齢にニューカッスル病をそれぞれ

欽水法とスプレー法で実施した.

4 調査環自

(1) 発育調査

初生時より 14B間隔で 28日齢まで雌雄無差別に各区

20羽， 42日齢以降雌雄各 10羽の体重，各区の鰐料消費

量を調査した.飼料要求率は雄雄平均体重を用いて算出

した.

(2) 屠体検査

屠体検査は，平成元年度鶏の問題別研究会『鶏肉の品

表1 各箆の添加割合J飼料の CP，ME及び飼料単価

給与飼料
添加

CP (%) ME (kcal/ g) 単価(円/kg)
開始

前期後期・仕上前期後期・仕上前期 後期 仕上

l え付時 26.0 24.0 2.93 3.19 47.6 50.4 48.2 
2 え付待 24.0 22.0 2.92 3.19 45.4 48.2 45.9 
357日齢幻.019.0/24.0 2.90 3.20/3.19 41.0 45.0/50.4 48.2 
4 578齢 21.019.0/22.0 2.90 3.20/3.19 41.0 45.0/48.2 45.9 
5 21.0 19.0 2.90 .3.20 41.0 45.0 42.5 
注3添加前/添加後

震に関する研究実施要項』の方法に従い 112日齢で実施

した.1 藍分につき雌雄を平均体重に近いものを各 3~~，

計 12羽を選抜し調査した.皮付きもも，皮付きむね及

びささみを皮付き正肉とし，その震を産肉量とした.ま

た，それぞれが生体重に占める割合(歩留まり)を求め

た.腹腔内脂肪の割合も河様に識査した.

(3) 悶料費

Oから 112日齢までの飼料摂取量と表 1の鯛料単価を

基に 112日齢の 1羽当たりの餌料費を求めた.なお，採

卵鶏幼雛毘飼料の単価は 41.0円/kgであった. また，

産肉量により，正肉 100g当たりの飼料費を計算した.

(4) 統計処理

試験区賠の分散分析を行い，有意性の検定を 5%水準

で行った.

結 果

1 発育

各区の8齢別の平均体重と標準偏差を表 2に示した.

14日齢以降70B齢までは魚粉添加区の増体が勝る傾向

にあり，各医間に有意差が認められたが， 84日齢以降

は逆に対照区の増体が良かった. しかし，各区聞に有意

琵はなかった.育成率は 1区， 2区， 3区及び4区が93.0

%であり 5匿は 90.0%であった.

2 飼料摂取量及びcp，ME摂取量

各区の期間加の 1羽当たり飼料摂取量及び CP，ME 

摂取量を表3に示した.飼料摂取震は 4産がやや少な

く他は間程度であった. CP摂取震は， CPを高水準に

設定し，添加期間の長かった l区が最も多く，添加期調

は短かったが高 CPの3監がそれに次ぎ，以下 2区 4

jZ， 5区の11国であった. ME摂取麗は，館料摂取量の多

いものが多くなった.

3 館料要求率

各藍の各期間における累計飼料要求率を表4に示した.

銅料摂取量の少なかった 4監が優れ 5区がこれに次い

で良く CP摂取量が多かった1， 2， 3区が劣る結果と

なった.

4 正肉歩留まり

各区の麗体各部の生体震に占める割合を表5に示した.



なった.

増体の改善には高蛋白飼料の給与とともに，商工ネル

ギー飼料の給与によってもその効果が顕れるが，本試験

においては 5区は 4藍以外とは ME摂取量にあまり差

はなく. ME摂取量の違いによって 5区の 112日齢時の

体重が大きくなったとは考えにくい.また，ブロイラー

の蹄育期間は 56日程度であり，肥育にブロイラーの約

2倍の期聞を饗する特産鶏に高濫自錦料を給与し，増体

性が改善されたという報告はない. したがって，高蛋白

飼料摂取量が少なかったため 5区より少なかった.また，

正肉 100g当たりの飼料費についても 1羽当たり鱈料費

と同じ!闘であった.

考察

フーロイラーにおいては，高謹白飼料の給与により増体

及び飼料効率が改善されることが知られているり.本試

験では，魚粉を鯛料添加することにより，試験区の飼料

中の CPレベルを 5区に比べ 3ないし 5%高くした.

の結果. 70臼齢までは魚粉の添加量の多い区ほど増体

が勝る傾向にあり，各日齢におけるi峰雄平均体重に有意

差が認められた区間があった. しかし. 84日齢以降は

各区間の差はなくなり，試験終了の 112日齢ではわずか

ではあるが CP摂取量が少ない 51Rの体重が最も大きく

そ
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各日齢における平均体重及び標準偏差

産

属体重，正肉歩留まりとも 5区がやや多かったが，いず

れも各産聞に有意差はなかった.

腹腔内脂肪割合

各毘の生体重に対する腹腔内脂肪重量割合を表6に示

した.各区とも雌の割合が高く，特に 1堅及び5区で雌

雄の差が大きかった.雌雄平均では 1区及び4区が多

く 5区が少なかったが，各塁間に有意差はなかった.

6 飼料費

各IRの1羽当たりの錦料費及び正肉 100g当たりの銅

料費を表?に示した. 1羽当たりの錦料費は魚粉の添加

盤が多かった1. 3， 2区の)1固に多くなったが 4区は
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鰐料の給与による増体の改善がみられるのはブロイラー

のような短期肥育の場合においてであり，特産鶏のよう

な長期肥育ではその効果はないように思われる.

腹腔内路肪割合は各試験区が5区を上回り，今屈も高

蛋白質飼料の給与ーによる臨腔脂肪蓄積抑制の効果はみら

れなかった.フ。ロイラーにおいて高蛋白質飼料の給与が

腹控内脂肪蓄積を抑制したという報告は多い 2・3・4.

5・6・B.9.10・11.13) が，これについての特産鶏に関する報

告はない.Kubenaら7) は， MEレベルの異なる飼料を

フ辛口イラーに給与した結果 8適齢までは低 ME鰐料

を給与したものの腹腔内脂肪割合は高 ME飼料を給与

したものより少なかったが 9適齢時にはその差は明ら

かではなくなったとしている.

蛋白糠の違いによる差も考えられるが， Cabelら3) は，

フェザ…ミールと大草粕を別々に添加した高蛋白飼料を

給与した結果，添加物に関係なく腹腔内脂肪が減少した

としている.また，松下ら B) はフェザーミールを，田

中ら 10.11Jは，フェザーミール， コーングルテンミー

ル及び血粉を，様々ら 5) は，大豆粕を飼料添加し，成

果を上げている.

一般に， ME摂取量が多くなると腹腔内脂肪割合が増

加する.また，飼料中の CPレベルを上げると，飼料摂

取量が減少し，その結果 ME摂取量も減少するため膿

股内脂肪割合も減少する.本試験では， CP摂取量が多

かった 1区及び3区の飼料摂取量が多く， ME摂取量が

多かったため，高蛋白銅料給与が腹腔内脂肪の抑制に影

響を及ぼさなかったと考えられる.

以上のことから， rひょうご味どりJのようにブロイ

ラ一種鶏を片親に持ち，飼育期間が 100B以上と長期で

ある場合，前報 12) の結果からも，腹腔内脂肪は高蛋白

飼料の給与よりも飼育期間に大きく影響されると思われ，

高蛋白飼料を給与しても腹腔内脂肪の蓄積は抑制されず，

蛋白糠による影響を受けない. ME水準や飼育期間をな

ども併せて検討する必要があると考えられる.
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